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研究成果の概要（和文）：ヒトMSCよりMuse細胞の分離抽出を行い、多分化能を確認できた。Muse細胞は、MSCが持つ多
分化能と血管新生作用を特に強く持つ分画であると考えられるため、この移植により胆管癌の血管新生が促進され、抗
癌剤の感受性が向上するものと期待される。同時に、腫瘍の血流増加は易転移性にもつながる可能性があるので、Muse
細胞による抗腫瘍治療法の確立にはさらなる検証が必要であるとも考えられた。

研究成果の概要（英文）：In spite of the progress of treatment for cholangiocarcinoma, the prognosis is 
still not good. One of the reasons for the poor prognosis is a difficulty in prevention of micro 
metastases, which are hardly to identify by any imaging examinations. We estimated that it is necessary 
for improvement of the prognosis to eliminate the micro metastases, and therefore, aimed to develop a 
novel treatment using multiliniage-differentiating stress enduring (Muse) cells, which are the components 
of mesenchymal stem cells.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 間葉系幹細胞　多能性幹細胞　　胆管癌
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 胆道癌の治療の第一は外科切除であり、術
式および周術期の管理の向上とともに治療
成績は向上しているが、いまだ
癌の一つである。その理由は、抗癌剤の効果
が不十分であり、画像診断では捉えられない
微小転移の制御が困難でることが一因であ
る 。 進 行 胆 道 癌 に 対 す る 抗 癌 剤 は
Gemcitabine + CDDP
（ABC
長期生存例から希と考えられていた遠隔転
移を認めている。われわれも骨転移をまとめ
た検討を報告した。そのため微小転移の制御
が必須と考え、われわれは抗体を軸とした免
疫療法を研究しているが、今のところ臨床応
用は進んでいない。そこで、予後向上のため
に微小転移の根絶
間葉系幹細胞
MSC)
（
enduring cells
ィング性を生かした癌標的治療を開発する
発想となった。
 
２．研究の目的
 胆管癌治療に有効な
的治療の開発を目指す。
 
３．研
課題
＜マウス
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ることで増殖させ、フローサイトメトリーで
Positive marker (CD29, 44, 73, 105, 106, 
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以下の表面マーカーを用いて、培養された細
胞が、
 さらに
細胞分化と脂肪細胞分化の誘導で確認する
骨細胞分化には、
antibiotics, Dexamethasone, Ascorbic acid, 
β-glycel phosphate
培養し
Red で染色し確認する
には、
Insulin, Dexamethasone, 
3-isobutyl
を 14
し確認する
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 Muse
胞のマーカーである
された細胞をフローサイトメトリーで分離
抽出することにより採取する。
分化能は中胚葉系（
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